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　　放物線に点から本の接線をひき，接点を，と

　　する。また，放物線の焦点をとする。このとき
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　証明

　　放物線の方程式を  として，考えてよい。

　焦点は ，
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，準線の方程式は
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　つの接点を ，   ， ，   とすると，，に
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　おける本の接線の交点の座標は 
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， となり
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　  は，放物線の定義によりとの距離に等しいから
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　であるから　　……②

　したがって①，②により，△と△は組の辺の比とその間の角が相等であるから
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